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事
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法
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一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
（
第
四
百
五
十
八
条
）

第

三

節

　

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処

遇
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
（
第
四
百
五
十
九
条―

第
四

百
六
十
三
条
）

第

四

節

　

更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
（
第
四
百
六
十
四
条―

第
四
百
六

十
八
条
）

第

五

節

　

更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
（
第
四
百
六
十
九
条―

第
四

百
七
十
一
条
）

第
六
節
　
少
年
院
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
（
第
四
百
七
十
二
条
）

第
七
節
　
少
年
鑑
別
所
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置
（
第
四
百
七
十
三
条
）

第

三

章

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
伴
う
経
過

措
置
（
第
四
百
七
十
四
条―

第
五
百
八

条
）

第
四
章
　
そ
の
他
（
第
五
百
九
条
）

附
則第

二
編
　
経
過
措
置

第
一
章
　
通
則

（
罰
則
の
適
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
一
条
　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
刑
法
等
一
部

改
正
法
」
と
い
う
。
）
及
び
こ
の
法
律
（
以
下
「
刑
法

等
一
部
改
正
法
等
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
し
た
行

為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
別
段
の
定
め
が
あ
る

も
の
の
ほ
か
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
等
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対

し
て
、
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
、
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
又

は
改
正
前
若
し
く
は
廃
止
前
の
法
律
の
規
定
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
罰
則
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
罰
則
に
定
め
る
刑
（
刑
法
施
行
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
又
は
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
十

五
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
後
の
も
の
を
含
む
。
）
に

刑
法
等
一
部
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定

す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
、
旧
刑
法
第
十

三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）

又
は
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
（
以
下
「
旧

拘
留
」
と
い
う
。
）
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
刑
の

う
ち
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
は
そ
れ
ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑

と
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
刑
と
長

期
及
び
短
期
（
刑
法
施
行
法
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用

後
の
も
の
を
含
む
。
）
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
と
、

旧
拘
留
は
長
期
及
び
短
期
（
刑
法
施
行
法
第
二
十
条
の

規
定
の
適
用
後
の
も
の
を
含
む
。
）
を
同
じ
く
す
る
拘

留
と
す
る
。

（
裁
判
の
効
力
と
そ
の
執
行
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
二
条
　
懲
役
、
禁
錮
及
び
旧
拘
留
の
確
定
裁

判
の
効
力
並
び
に
そ
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
別

段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
人
の
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
三
条
　
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
に
処
せ
ら

れ
た
者
に
係
る
人
の
資
格
に
関
す
る
法
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ

た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
、

有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ

刑
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

と
、
旧
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た

者
と
み
な
す
。

２
　
拘
禁
刑
又
は
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
に
係
る
他
の
法

律
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
、
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
又
は
改
正
前
若

し
く
は
廃
止
前
の
法
律
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
人
の
資
格
に
関
す
る
法
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
無
期
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
無
期
禁
錮
に

処
せ
ら
れ
た
者
と
、
有
期
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は

刑
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
、

拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
刑
期
を
同
じ
く
す
る
旧
拘
留

に
処
せ
ら
れ
た
者
と
み
な
す
。

第
二
章
　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
経
過
措
置

第
一
節
　
刑
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置

（
新
旧
の
刑
の
軽
重
）

第
四
百
四
十
四
条
　
懲
役
、
禁
錮
、
旧
拘
留
及
び
刑
法
等

一
部
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
法

（
以
下
「
新
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
に
規
定
す
る
主

刑
の
軽
重
は
、
死
刑
、
懲
役
、
拘
禁
刑
、
禁
錮
、
罰

金
、
拘
留
、
旧
拘
留
及
び
科
料
の
順
序
に
よ
る
。
た
だ

し
、
無
期
の
拘
禁
刑
又
は
禁
錮
と
有
期
懲
役
と
で
は
拘

禁
刑
又
は
禁
錮
を
重
い
刑
と
し
、
無
期
禁
錮
と
有
期
拘

禁
刑
と
で
は
禁
錮
を
重
い
刑
と
し
、
有
期
拘
禁
刑
の
長

期
が
有
期
懲
役
の
長
期
を
超
え
る
と
き
は
拘
禁
刑
を
重

い
刑
と
し
、
有
期
禁
錮
の
長
期
が
有
期
の
懲
役
又
は
拘

禁
刑
の
長
期
の
二
倍
を
超
え
る
と
き
は
禁
錮
を
重
い
刑

と
し
、
旧
拘
留
の
長
期
が
拘
留
の
長
期
の
二
倍
を
超
え

る
と
き
は
旧
拘
留
を
重
い
刑
と
す
る
。

（
有
期
刑
の
加
減
の
限
度
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
五
条
　
新
刑
法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮

を
減
軽
す
る
と
き
、
又
は
有
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮

を
加
重
し
若
し
く
は
減
軽
す
る
と
き
に
も
、
適
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
無
期
拘

禁
刑
」
と
あ
る
の
は
「
無
期
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役

（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮

（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
条
中
「
有
期
拘

禁
刑
」
と
あ
る
の
は
「
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
」
と
す

る
。

一
　
併
合
罪
と
し
て
処
断
す
べ
き
罪
に
刑
法
等
一
部
改

正
法
の
施
行
前
に
犯
し
た
も
の
と
施
行
後
に
犯
し
た

も
の
が
あ
る
と
き
。

二
　
一
個
の
行
為
が
二
個
以
上
の
罪
名
に
触
れ
る
場
合

又
は
犯
罪
の
手
段
若
し
く
は
結
果
で
あ
る
行
為
が
他

の
罪
名
に
触
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
罪
名

に
触
れ
る
行
為
に
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
前
の

も
の
と
施
行
後
の
も
の
が
あ
る
と
き
。

（
拘
留
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
六
条
　
新
刑
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定

は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
後
に
犯
し
た
罪
に
係

る
拘
留
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

（
刑
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
七
条
　
新
刑
法
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条

か
ら
第
二
十
六
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
七
条
の
二
、
第

二
十
七
条
の
四
及
び
第
二
十
七
条
の
六
並
び
に
刑
法
第

二
十
五
条
の
二
、
第
二
十
七
条
の
三
及
び
第
二
十
七
条

の
五
（
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の

一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
五
十
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
懲
役
又

は
禁
錮
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
又
は
一
部
の
執

行
猶
予
の
言
渡
し
及
び
こ
れ
ら
の
取
消
し
、
当
該
取
消

し
の
場
合
に
お
け
る
他
の
刑
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
の

取
消
し
並
び
に
懲
役
又
は
禁
錮
の
全
部
の
執
行
猶
予
の

1



言
渡
し
又
は
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
に
係
る
猶
予

の
期
間
中
の
保
護
観
察
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
新
刑
法
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、

第
二
十
六
条
の
二
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第

三
項
、
第
二
十
七
条
の
四
並
び
に
第
二
十
七
条
の
六

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
新
刑
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。

第
二
十
五
条
第

一
項

拘
禁
刑

又
は

拘
禁
刑
、
刑
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
に

規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」

と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第

十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以

下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
又
は

第
二
十
五
条
第

一
項
各
号

刑
に

刑
又
は
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に

第
二
十
五
条
第

二
項

拘
禁
刑
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮

第
二
十
六
条
各

号

刑
に

刑
又
は
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に

第
二
十
六
条
の

二
第
三
号

拘
禁
刑
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮

第
二
十
六
条
の

三

拘

禁

刑
の

拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
の

拘

禁

刑
（

拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
（
い

ず
れ
も

第
二
十
七
条
の

二
第
一
項

拘

禁

刑
の

拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
の

第
二
十
七
条
の

二
第
一
項
第
一

号

刑
に

刑
又
は
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に

第
二
十
七
条
の

二
第
一
項
第
二

号

拘
禁
刑
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮

第
二
十
七
条
の

二
第
一
項
第
三

号

刑
に

刑
又
は
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に

第
二
十
七
条
の

二
第
三
項

拘

禁

刑
が

拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
が

拘

禁

刑
の

拘
禁
刑
、
懲
役
若
し
く
は
禁
錮

の

第
二
十
七
条
の

四
各
号

刑
に

刑
又
は
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に

第
二
十
七
条
の

六

拘
禁
刑
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮

（
刑
の
執
行
猶
予
の
猶
予
期
間
経
過
の
効
果
に
関
す
る

経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
八
条
　
新
刑
法
第
二
十
七
条
第
二
項
か
ら
第

六
項
ま
で
及
び
第
二
十
七
条
の
七
第
二
項
か
ら
第
六
項

ま
で
の
規
定
は
、
新
刑
法
第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
七

条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
又
は
刑
の
一
部

の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
が
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行

の
日
（
以
下
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
」
と
い

う
。
）
以
後
に
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

２
　
新
刑
法
第
二
十
七
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
刑
の
全
部

の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
新
刑

法
第
二
十
七
条
の
七
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
刑
の
一
部
の

執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
い
て
、

執
行
猶
予
中
の
他
の
懲
役
又
は
禁
錮
が
あ
る
と
き
に
お

け
る
新
刑
法
第
二
十
七
条
第
六
項
又
は
第
二
十
七
条
の

七
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
刑
法
第
二

十
七
条
第
六
項
中
「
に
つ
い
て
も
」
と
あ
る
の
は
「
又

は
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十

二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）

若
し
く
は
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十

三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）

（
い
ず
れ
も
第
二
項
後
段
又
は
第
二
十
七
条
の
七
第
二

項
後
段
の
規
定
に
よ
り
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
」
と
、
新
刑
法
第
二
十

七
条
の
七
第
六
項
中
「
に
つ
い
て
も
」
と
あ
る
の
は

「
又
は
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
（
い
ず
れ
も
第
二
十
七
条

第
二
項
後
段
又
は
こ
の
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り

そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
も
」
と
す
る
。

（
仮
釈
放
の
取
消
し
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
四
十
九
条
　
刑
法
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
懲
役

又
は
禁
錮
に
係
る
仮
釈
放
の
処
分
の
取
消
し
に
つ
い
て

も
、
適
用
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
刑
法
第
二
十
九
条
第
一
項
（
第
四
号
を

除
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中

「
刑
に
」
と
あ
る
の
は
「
刑
（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役

（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下

「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
に
」
と
、
同
項
第
二

号
及
び
第
三
号
中
「
刑
に
」
と
あ
る
の
は
「
刑
（
懲
役

及
び
禁
錮
を
含
む
。
）
に
」
と
す
る
。

（
刑
の
消
滅
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
条
　
新
刑
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規

定
は
、
懲
役
、
禁
錮
及
び
旧
拘
留
に
係
る
刑
の
消
滅
に

つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
新
刑
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
（
前

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
刑

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
刑
法
又
は
刑
法
の
規

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

新
刑
法

第
三
十

四
条
の

二
第
一

項

以
上

の
刑

の

以
上
の
刑
若
し
く
は
刑
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第

十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲

役
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
条
に
規

定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う

。
）
の

刑
に
刑
（
懲
役
及
び
禁
錮
を
含
む
。
）
に

以
下

の
刑

以
下
の
刑
（
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
を

含
む
。
）

刑
法
第

三
十
四

条
の
二

第
二
項

刑
に
刑
（
懲
役
及
び
禁
錮
を
含
む
。
）
に

（
併
合
罪
に
係
る
規
定
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
一
条
　
新
刑
法
第
四
十
五
条
の
規
定
は
、
確

定
裁
判
を
経
て
い
な
い
二
個
以
上
の
罪
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
れ
ら
の
罪
に
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行

前
に
犯
し
た
も
の
と
施
行
後
に
犯
し
た
も
の
が
あ
る
と

き
に
も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
懲
役
又

は
禁
錮
に
処
す
る
確
定
裁
判
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る

同
条
後
段
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
後
段
中

「
刑
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
刑
又
は
刑
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役

若
し
く
は
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十

三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
に
」
と
す
る
。

２
　
刑
法
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、

第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
並
び
に
第
五
十
三
条

第
一
項
及
び
第
二
項
（
科
料
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

並
び
に
新
刑
法
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四
十
七
条

の
規
定
は
、
第
四
百
四
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

に
も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
刑
法
又
は
新
刑
法
の
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
字
句
と
す
る
。

刑
法
第
四

十
六
条
第

一
項

刑
を
刑
（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
に

規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い

う
。
）
、
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮

（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十

六
条
に
規
定
す
る
拘
留
（
以
下
「
旧
拘

留
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
を

新
刑
法
第

四
十
六
条

第
二
項

無
期

拘
禁

刑

無
期
の
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮

刑
を
刑
（
懲
役
、
禁
錮
及
び
旧
拘
留
を
含
む

。
）
を

新
刑
法
第

四
十
七
条

有
期

拘
禁

刑

有
期
の
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮

刑
法
第
四

十
八
条
第

一
項

刑

刑
（
懲
役
、
禁
錮
及
び
旧
拘
留
を
含
む

。
）

刑
法
第
五

十
三
条
第

一
項

拘
留
拘
留
、
旧
拘
留

刑

刑
（
懲
役
、
禁
錮
及
び
旧
拘
留
を
含
む

。
）

（
併
合
罪
に
係
る
二
個
以
上
の
刑
の
執
行
に
関
す
る
経

過
措
置
）

第
四
百
五
十
二
条
　
新
刑
法
第
五
十
一
条
の
規
定
は
、
併

合
罪
に
つ
い
て
二
個
以
上
の
裁
判
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
を

言
い
渡
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
き
に
お
け
る
刑
の
執
行

に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
刑
を
執
行
せ
ず
」
と
あ
る
の

は
「
刑
（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い

う
。
）
、
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
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条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
及

び
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
六
条
に

規
定
す
る
拘
留
（
以
下
「
旧
拘
留
」
と
い
う
。
）
を
含

む
。
）
を
執
行
せ
ず
」
と
、
「
無
期
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の

は
「
無
期
の
拘
禁
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
」
と
、
「
刑
を

執
行
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
刑
（
懲
役
、
禁
錮
及
び

旧
拘
留
を
含
む
。
）
を
執
行
し
な
い
」
と
、
同
条
第
二

項
中
「
有
期
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の
は
「
有
期
の
拘
禁

刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
」
と
す
る
。

（
再
犯
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
三
条
　
新
刑
法
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七

条
の
規
定
は
、
第
四
百
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場

合
に
お
い
て
、
同
号
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
有
期

懲
役
に
処
す
る
と
き
に
お
け
る
再
犯
加
重
に
つ
い
て

も
、
適
用
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
新
刑
法
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七
条

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
新
刑
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。

第

五

十

六

条

第

一
項

拘
禁
刑

に
処
せ

ら
れ
た

者

拘
禁
刑
又
は
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十

二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」

と
い
う
。
）
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
併
合
罪

に
つ
い
て
処
断
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、

そ
の
併
合
罪
の
う
ち
に
懲
役
に
処
す
べ

き
罪
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
罪
が
最
も

重
い
罪
で
な
か
っ
た
た
め
懲
役
に
処
せ

ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
含
む
。
）

有
期
拘

禁
刑

有
期
の
拘
禁
刑
又
は
懲
役

第

五

十

六

条

第

二
項

拘
禁
刑

に
減
軽

さ
れ
て

拘
禁
刑
若
し
く
は
懲
役
に
減
軽
さ
れ
て

有
期
拘

禁
刑

有
期
の
拘
禁
刑
又
は
懲
役

第

五

十

七

条

拘
禁
刑

拘
禁
刑
又
は
懲
役

（
法
律
上
の
減
軽
の
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
四
条
　
新
刑
法
第
六
十
八
条
（
第
四
号
及
び

第
六
号
を
除
く
。
）
及
び
第
七
十
条
の
規
定
は
、
第
四

百
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
死
刑

（
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
係
る

罪
に
よ
り
処
せ
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
懲
役
、
禁
錮

又
は
旧
拘
留
を
減
軽
す
べ
き
一
個
又
は
二
個
以
上
の
事

由
が
あ
る
と
き
に
お
け
る
法
律
上
の
減
軽
に
つ
い
て

も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
新
刑
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す

る
。

第
六
十

八
条
第

一
号

無
期
又

は
十
年

以
上
の

拘
禁
刑

無
期
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二

条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」

と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
条
に
規

定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い

う
。
）
又
は
十
年
以
上
の
懲
役
若
し
く

は
禁
錮

第
六
十

八
条
第

二
号

無
期
拘

禁
刑

無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮

有
期
拘

禁
刑

有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮

第
六
十

八
条
第

三
号

有
期
拘

禁
刑

有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮

第
六
十

八
条
第

五
号

拘
留

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
六
条

に
規
定
す
る
拘
留
（
第
七
十
条
に
お
い

て
「
旧
拘
留
」
と
い
う
。
）

第
七
十

条

拘
禁
刑

又
は
拘

留

懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留

（
酌
量
減
軽
の
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
五
条
　
第
四
百
四
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
お
い
て
、
死
刑
（
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
前

に
し
た
行
為
に
係
る
罪
に
よ
り
処
せ
ら
れ
る
も
の
に
限

る
。
）
、
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
の
酌
量
減
軽
を
す
る

と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

新
刑
法
第
六
十
八
条
（
第
四
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）

及
び
第
七
十
条
の
例
に
よ
る
。

（
犯
人
蔵
匿
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
六
条
　
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
を
犯
し

た
者
を
蔵
匿
し
、
又
は
隠
避
さ
せ
た
者
に
係
る
新
刑
法

第
百
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
懲
役
又
は
禁

錮
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
拘
禁
刑
に

当
た
る
罪
を
犯
し
た
者
と
み
な
す
。

（
平
成
十
六
年
一
部
改
正
法
の
施
行
前
に
し
た
行
為
等

に
係
る
併
合
罪
の
処
理
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
七
条
　
併
合
罪
と
し
て
処
断
す
べ
き
罪
に
刑

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て

「
平
成
十
六
年
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に

犯
し
た
も
の
と
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
後
に
犯
し

た
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
五
十
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
刑
法
第

四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
併
合
罪
と
し
て
有
期
の
拘
禁

刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
の
加
重
を
す
る
と
き
は
、
平
成
十

六
年
一
部
改
正
法
附
則
第
四
条
の
規
定
及
び
第
四
百
四

十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
六
年
一
部
改

正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
次
項
に

お
い
て
「
平
成
十
六
年
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
併
合
罪
と
し

て
処
断
す
べ
き
罪
の
う
ち
平
成
十
六
年
一
部
改
正
法
の

施
行
後
に
犯
し
た
も
の
の
み
に
つ
い
て
新
刑
法
第
十
四

条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
処
断
す
る
こ
と
と
し
た

場
合
の
刑
が
、
こ
の
項
本
文
の
場
合
の
刑
よ
り
重
い
刑

と
な
る
と
き
は
、
そ
の
重
い
刑
を
も
っ
て
処
断
す
る
。

２
　
前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
有
期
拘
禁
刑
を
加
重

す
る
と
き
に
お
け
る
平
成
十
六
年
旧
刑
法
第
十
四
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
有
期
の
懲
役
又

は
禁
錮
」
と
あ
る
の
は
、
「
有
期
の
刑
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
二
条
に
規
定
す
る
拘

禁
刑
」
と
す
る
。

３
　
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
併
合
罪

と
し
て
処
断
す
べ
き
罪
の
う
ち
平
成
十
六
年
一
部
改
正

法
の
施
行
後
に
犯
し
た
も
の
の
み
に
つ
い
て
新
刑
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
処
断
す
る
こ
と
と

す
る
と
き
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
有
期
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の
は
、
「
有
期

の
拘
禁
刑
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
又
は
同
法
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
」

と
す
る
。第

二
節
　
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置

第
四
百
五
十
八
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
等
の
施
行
前
に

し
た
行
為
に
係
る
罪
の
事
件
に
関
し
て
は
、
刑
法
等
一

部
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
新

刑
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
五
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た

る
事
件
は
そ
れ
ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
事
件
と
み

な
し
、
刑
事
訴
訟
法
第
六
十
条
第
三
項
及
び
新
刑
事
訴

訟
法
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
旧
拘
留
に
当
た
る
事
件
は
拘
留
に
当
た
る
事
件

と
み
な
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
事
件
は
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
事
件
に
係
る
罪
に
つ
い
て
定
め
た
刑
と
長
期
及

び
短
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
事
件
と

み
な
し
、
新
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
八
十
九
条
第
一
項
、

第
二
百
九
十
一
条
の
二
た
だ
し
書
及
び
第
三
百
五
十
条

の
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
事
件
は
そ
れ
ぞ

れ
無
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
事
件
と
、
有
期
の
懲
役
又
は

禁
錮
に
当
た
る
事
件
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
事
件
に
係
る
罪

に
つ
い
て
定
め
た
刑
と
長
期
及
び
短
期
を
同
じ
く
す
る

有
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
事
件
と
み
な
す
。

２
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
等
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
係

る
罪
に
関
し
て
は
、
新
刑
事
訴
訟
法
第
八
十
九
条
（
第

一
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
十

条
第
一
項
及
び
第
三
百
一
条
の
二
第
一
項
（
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
は
そ
れ
ぞ

れ
無
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
と
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁

錮
に
当
た
る
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
罪
に
つ
い
て
定
め
た

刑
と
長
期
及
び
短
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
に
当

た
る
罪
と
み
な
し
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
九
十
九
条
第
一

項
及
び
第
二
百
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

旧
拘
留
に
当
た
る
罪
は
拘
留
に
当
た
る
罪
と
み
な
し
、

新
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係

る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
無
期
の

懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑

に
当
た
る
罪
と
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪

は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
罪
に
つ
い
て
定
め
た
刑
と
長
期
及
び

短
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
と
、
旧

拘
留
に
当
た
る
罪
は
拘
留
に
当
た
る
罪
と
み
な
す
。

３
　
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
に
つ
き
有
罪
の
宣
告
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
係
る
新
刑
事
訴
訟
法
第
八
十

九
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪

に
つ
き
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
は
そ
れ

ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
に
つ
き
有
罪
の
宣
告
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
と
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に

当
た
る
罪
に
つ
き
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

者
は
そ
れ
ぞ
れ
有
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
に
つ
き
有
罪

の
宣
告
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
と
み
な
す
。

４
　
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
判
決
に
関
し
て
は
、
新
刑

事
訴
訟
法
第
三
百
四
十
三
条
及
び
第
三
百
四
十
四
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る

判
決
は
そ
れ
ぞ
れ
拘
禁
刑
に
処
す
る
判
決
と
み
な
し
、
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新
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
六
十
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
無
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
判
決
は

そ
れ
ぞ
れ
無
期
拘
禁
刑
に
処
す
る
判
決
と
み
な
す
。

５
　
当
分
の
間
、
新
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第

二
項
に
規
定
す
る
特
定
犯
罪
に
係
る
新
刑
事
訴
訟
法
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
無
期
拘
禁
刑
」

と
あ
る
の
は
、
「
無
期
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
刑
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に

規
定
す
る
懲
役
若
し
く
は
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す

る
禁
錮
」
と
す
る
。

６
　
即
決
裁
判
手
続
に
お
い
て
懲
役
又
は
禁
錮
の
言
渡
し

を
す
る
場
合
に
お
け
る
新
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
五
十
条

の
二
十
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
懲
役
又
は
禁

錮
の
言
渡
し
は
、
そ
れ
ぞ
れ
拘
禁
刑
の
言
渡
し
と
み
な

す
。

７
　
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
に

係
る
新
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
八
十
条
、
第
四
百
八
十
二

条
、
第
四
百
八
十
四
条
、
第
四
百
八
十
五
条
及
び
第
四

百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
懲

役
又
は
禁
錮
の
言
渡
し
は
そ
れ
ぞ
れ
拘
禁
刑
の
言
渡
し

と
、
旧
拘
留
の
言
渡
し
は
拘
留
の
言
渡
し
と
み
な
す
。

第
三
節
　
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の

処
遇
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置

（
受
刑
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
五
十
九
条
　
当
分
の
間
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
収
容
施
設
及
び
被

収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律

第
五
十
号
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
新
刑
事
収
容
施

設
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
号
の
受
刑
者
に
は
、

懲
役
の
刑
（
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国

際
受
刑
者
移
送
法
（
以
下
「
旧
国
際
受
刑
者
移
送
法
」

と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
共
助
刑
を
含

む
。
）
の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下

「
懲
役
受
刑
者
」
と
い
う
。
）
、
禁
錮
の
刑
（
同
項
第
二

号
の
共
助
刑
を
含
む
。
）
の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
て

い
る
者
（
以
下
「
禁
錮
受
刑
者
」
と
い
う
。
）
及
び
旧

拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
旧
拘
留
受
刑
者
」
と
い
う
。
）
を

含
む
も
の
と
す
る
。

（
懲
役
受
刑
者
の
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
条
　
懲
役
受
刑
者
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
新

刑
事
収
容
施
設
法
第
九
十
三
条
及
び
第
九
十
五
条
第
一

項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
五
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容

者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
旧
刑
事
収
容
施
設
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
二
条
及
び

第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
。

（
禁
錮
受
刑
者
及
び
旧
拘
留
受
刑
者
の
作
業
に
関
す
る

経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
一
条
　
禁
錮
受
刑
者
及
び
旧
拘
留
受
刑
者
の

作
業
に
つ
い
て
は
、
新
刑
事
収
容
施
設
法
第
九
十
三
条

の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
刑
事
収
容
施
設
法
第
九
十
三

条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
懲
罰
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
二
条
　
禁
錮
受
刑
者
及
び
旧
拘
留
受
刑
者
に

科
す
る
懲
罰
に
つ
い
て
は
、
新
刑
事
収
容
施
設
法
第
百

五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

旧
刑
事
収
容
施
設
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
新
刑
事
収
容
施
設
法
の
適
用
関
係
）

第
四
百
六
十
三
条
　
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
新
刑
事
収
容
施
設
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第

三

条

第

一
号

拘
禁

刑
又

は
拘

留

拘
禁
刑
、
拘
留
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以

下
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治

四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
「
旧
刑

法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲

役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
、
旧
刑
法
第

十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」

と
い
う
。
）
又
は
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規
定

す
る
拘
留
（
以
下
「
旧
拘
留
」
と
い
う
。
）

第

四

条

第

一

項

第

三

号

拘
禁

刑
受

刑
者

及
び

拘
留

受
刑

者

拘
禁
刑
受
刑
者
、
拘
留
受
刑
者
、
懲
役
受
刑

者
（
懲
役
の
刑
（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等

に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八

号
。
以
下
「
整
理
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
際
受
刑
者

移
送
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
共
助
刑

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
執
行
の
た
め
拘

置
さ
れ
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、

禁
錮
受
刑
者
（
禁
錮
の
刑
（
同
項
第
二
号
の

共
助
刑
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
執
行
の

た
め
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
及
び
旧
拘
留
受
刑
者
（
旧
拘
留
の
刑

の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
を
い

う
。
）

第

四

条

第

二
項

第
九

十
三

条

第
九
十
三
条
又
は
整
理
法
第
四
百
六
十
条
若

し
く
は
第
四
百
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
刑
法
等
一

部
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

第
九
十
二
条
若
し
く
は
第
九
十
三
条

第

十

五

条

第

一

項

第

一
号

拘
禁

刑
又

は
拘

留

拘
禁
刑
、
拘
留
、
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留

第

七

十

四

条

第

二

項

第

九

号

第
九

十
三

条

第
九
十
三
条
若
し
く
は
整
理
法
第
四
百
六
十

条
若
し
く
は
第
四
百
六
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
刑
法

等
一
部
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
第
九
十
二
条
若
し
く
は
第
九
十
三
条

第

八

十

四

条

第

一

項

及

び

第

三

項

第
九

十
三

条

第
九
十
三
条
又
は
整
理
法
第
四
百
六
十
条
若

し
く
は
第
四
百
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
刑
法
等
一

部
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

第
九
十
二
条
若
し
く
は
第
九
十
三
条

第

九

十

六

条

第

一

項

及

び

第

百

六

条

の

二

第

一

項

少
年

法
第

五
十

八
条

又
は

少
年
法
第
五
十
八
条
若
し
く
は

拘
禁

刑
受

刑
者

拘
禁
刑
受
刑
者
又
は
整
理
法
第
四
百
四
十
二

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
旧
刑
法
第
二
十
八
条
、
整
理
法

第
四
百
九
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
刑
法
第
二
十
八
条
、

整
理
法
第
四
百
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

整
理
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

少
年
法
第
五
十
八
条
若
し
く
は
整
理
法
第
四

百
九
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
二
十
二
条
の
規

定
に
よ
り
仮
釈
放
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
期

間
を
経
過
し
た
懲
役
受
刑
者
若
し
く
は
禁
錮

受
刑
者

第
四
節
　
更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置

（
遵
守
事
項
及
び
指
導
監
督
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
四
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第

八
十
八
号
。
以
下
「
第
二
号
改
正
後
更
生
保
護
法
」
と

い
う
。
）
第
五
十
条
第
一
項
（
第
二
号
ハ
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
五
十
一
条
第
二
項
（
第
七
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
（
第
四
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に

対
す
る
保
護
観
察
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
の
施
行
前
に

次
に
掲
げ
る
決
定
又
は
言
渡
し
を
受
け
、
こ
れ
に
よ

り
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者

イ
　
少
年
法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六

十
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
保
護

処
分
の
決
定

ロ
　
少
年
院
か
ら
の
仮
退
院
を
許
す
旨
の
決
定

ハ
　
仮
釈
放
を
許
す
旨
の
決
定

ニ
　
刑
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二

十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯

し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す

る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察

に
付
す
る
旨
の
言
渡
し

二
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
の
施
行
前
に

刑
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
薬
物
使
用
等
の

罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に

関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観

察
に
付
す
る
旨
の
言
渡
し
を
受
け
た
後
、
刑
法
等
一

部
改
正
法
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
以
下
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
二
号
施
行

日
」
と
い
う
。
）
か
ら
新
刑
法
第
二
十
七
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
猶
予
の
期
間
の
開
始
の
時
ま
で
に
前
号

ハ
の
決
定
を
受
け
、
同
決
定
に
よ
り
保
護
観
察
に
付

さ
れ
て
い
る
者

２
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
二
号
施
行
日
か
ら
刑
法
等
一

部
改
正
法
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
新
刑
法

第
二
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
刑
法
第
二
十
七

条
の
二
」
と
す
る
。

（
仮
解
除
及
び
仮
解
除
の
取
消
し
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
五
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定

の
施
行
前
に
刑
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯

し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法

律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察
に
付
す
る
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旨
の
言
渡
し
を
受
け
た
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者
に
対

す
る
刑
法
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
又
は
第
二
十
七
条

の
三
第
二
項
（
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す

る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察
を
仮
に
解

除
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
更
生
保
護
法
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
第
二
号
改
正
前
更
生
保
護
法
」
と
い

う
。
）
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察

所
の
長
が
し
た
申
出
で
あ
っ
て
地
方
更
生
保
護
委
員
会

が
同
項
の
決
定
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
刑
法
等
一
部

改
正
法
第
六
条
の
規
定
の
施
行
後
は
、
当
該
申
出
が
さ

れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
第
二
号
改
正
後
更
生

保
護
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
の
施
行
前
に
刑

法
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
又
は
第
二
十
七
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察
を
仮
に
解
除
す
る
処
分

を
受
け
た
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者
の
当
該
処
分
の
取

消
し
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
改
正
前
更
生
保
護
法
第
八

十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
所
の
長
が
し

た
申
出
で
あ
っ
て
地
方
更
生
保
護
委
員
会
が
同
項
の
決

定
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六

条
の
規
定
の
施
行
後
は
、
当
該
申
出
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
み
な
し
て
、
第
二
号
改
正
後
更
生
保
護
法
第
八

十
一
条
第
五
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
の
施
行
前
に
刑

法
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
又
は
第
二
十
七
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察
を
仮
に
解
除
す
る
処
分

を
受
け
た
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者
に
対
す
る
第
二
号

改
正
前
更
生
保
護
法
第
八
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
当
該
処
分
の
取
消
し
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
再
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者
に
関
す
る
特
則
に
関
す

る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
六
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定

の
施
行
前
に
刑
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
保
護
観
察
に
付
さ
れ
、
そ
の
期
間
中
で
あ
っ
て
刑

法
等
一
部
改
正
法
の
施
行
後
に
更
に
同
項
の
規
定
に
よ

り
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者
に

つ
い
て
、
更
生
保
護
法
第
五
十
二
条
第
五
項
又
は
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
号
改
正
後
更
生
保
護
法
第
五

十
一
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
援
助
を
受
け
る
こ

と
を
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
定
め
る
場
合
に
お
い
て

は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
更
生
保
護
法
（
以
下
「
新
更
生
保
護
法
」
と
い

う
。
）
第
八
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

（
刑
事
施
設
の
長
又
は
少
年
院
の
長
の
通
告
、
申
出
又

は
遵
守
事
項
の
通
知
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
七
条
　
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
の
刑
の
執

行
の
た
め
に
刑
事
施
設
又
は
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い

る
者
に
係
る
新
更
生
保
護
法
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四

条
、
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
更
生
保
護
法
第
三
十
三

条
中
「
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の
は
「
刑
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る

懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
十
三

条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
の

刑
」
と
、
新
更
生
保
護
法
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
拘

禁
刑
」
と
あ
る
の
は
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
拘
留
」
と
あ
る
の
は
「
刑
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑

法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
」
と
、
新
更
生
保
護
法

第
五
十
四
条
第
二
項
中
「
拘
禁
刑
の
」
と
あ
る
の
は

「
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑
の
」
と
、
「
拘
禁
刑
が
」
と

あ
る
の
は
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
が
」
と
、
新
更
生
保

護
法
第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の
は

「
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑
」
と
す
る
。

（
更
生
緊
急
保
護
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
六
十
八
条
　
新
更
生
保
護
法
第
五
章
及
び
第
八
十

八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
懲
役
、
禁
錮

又
は
旧
拘
留
の
刑
の
執
行
を
終
わ
っ
た
者
は
新
更
生
保

護
法
第
八
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
と
、
懲

役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
の
刑
の
執
行
の
免
除
を
得
た
者

は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ

き
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
、
そ
の
裁

判
が
確
定
す
る
ま
で
の
者
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

と
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
き
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の

言
渡
し
を
受
け
、
保
護
観
察
に
付
さ
れ
な
か
っ
た
者

（
そ
の
裁
判
が
確
定
す
る
ま
で
の
者
を
除
く
。
）
は
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
者
と
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
き
刑
の

一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
、
そ
の
猶
予
の
期

間
中
保
護
観
察
に
付
さ
れ
な
か
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ

の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間

の
執
行
を
終
わ
っ
た
も
の
は
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

と
み
な
す
。

第
五
節
　
更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
経
過
措
置

（
更
生
保
護
事
業
を
行
う
者
の
認
可
等
に
関
す
る
経
過

措
置
）

第
四
百
六
十
九
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
八
条
の
規
定

の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
更
生

保
護
事
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
第
二
号
改
正
前
更
生
保
護
事
業
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
の
継
続
保
護
事
業
の
認
可
を

受
け
て
い
る
者
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
八
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
更
生
保
護
事
業
法
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
第
二
号
改
正
後
更
生
保
護
事
業
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
五
条
の
宿
泊
型
保
護
事
業
の
認
可
を
受

け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現

に
第
二
号
改
正
前
更
生
保
護
事
業
法
第
四
十
七
条
の
二

の
一
時
保
護
事
業
又
は
連
絡
助
成
事
業
の
届
出
を
し
て

い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
号
改
正
後
更
生
保
護
事
業

法
第
四
十
七
条
の
二
の
通
所
・
訪
問
型
保
護
事
業
又
は

地
域
連
携
・
助
成
事
業
の
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な

す
。

３
　
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
刑
法
等
一
部
改
正

法
第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
第
二
号
改
正
前
更
生
保

護
事
業
法
の
規
定
に
よ
り
し
た
認
可
そ
の
他
の
処
分
又

は
申
請
そ
の
他
の
手
続
で
第
二
号
改
正
後
更
生
保
護
事

業
法
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
第
二
号
改
正
後

更
生
保
護
事
業
法
の
相
当
の
規
定
に
よ
り
し
た
認
可
そ

の
他
の
処
分
又
は
申
請
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
七
十
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
八
条
の
規
定
の

施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
更
生
保
護
事
業
の
対
象
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
百
七
十
一
条
　
更
生
保
護
事
業
の
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
懲
役
、
禁
錮
又
は
旧
拘
留
に
つ
き
、
刑
の
執
行
を

終
わ
り
、
そ
の
執
行
の
免
除
を
得
、
又
は
そ
の
執
行
を

停
止
さ
れ
て
い
る
者
は
刑
法
等
一
部
改
正
法
第
九
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
更
生
保
護
事
業
法
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
新
更
生
保
護
事
業
法
」
と
い
う
。
）
第

二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
、
懲
役
又
は
禁
錮

に
つ
き
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
、
刑

事
上
の
手
続
に
よ
る
身
体
の
拘
束
を
解
か
れ
た
者
（
保

護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
は
同
項
第
三

号
に
掲
げ
る
者
と
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
き
刑
の
一
部

の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
、
そ
の
猶
予
の
期
間
中

の
者
（
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
は

同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
と
、
旧
国
際
受
刑
者
移
送
法

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
共
助
刑

の
執
行
を
終
わ
り
、
若
し
く
は
旧
国
際
受
刑
者
移
送
法

第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
又
は
旧
国
際
受
刑
者
移
送
法
第

二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
刑
法
等
一
部
改

正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
第

四
百
八
十
条
若
し
く
は
第
四
百
八
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
そ
の
執
行
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
は
新
更
生
保
護
事

業
法
第
二
条
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
す
。

第
六
節
　
少
年
院
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置

第
四
百
七
十
二
条
　
当
分
の
間
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第

十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
少
年
院
法
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
五
十
八
号
。
次
項
に
お
い
て
「
新
少
年
院

法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
の
受
刑
在
院
者
に
は
、

第
四
百
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
少
年
法
（
以
下
「
旧
少
年
法
」
と
い
う
。
）
第

五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑

の
執
行
を
受
け
る
た
め
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者

及
び
第
四
百
九
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し

て
適
用
さ
れ
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
少

年
法
（
以
下
「
新
少
年
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
六
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
旧
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
十
六

条
第
一
項
各
号
の
共
助
刑
の
執
行
を
受
け
る
た
め
少
年

院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
少
年
院
法

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第

三

条

第

二
号

次
条
第

一
項
第

四
号
及

び
第
百

四
十
一

条
第
一

項
た
だ

し
書
に

お
い
て

同
じ
。
）

）
又
は
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四

十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
「
旧
刑

法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る

懲
役
若
し
く
は
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定

す
る
禁
錮
の
刑
（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

六
十
八
号
。
以
下
「
整
理
法
」
と
い
う
。
）

第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国

際
受
刑
者
移
送
法
第
十
六
条
第
一
項
各
号

の
共
助
刑
を
含
む
。
）
（
次
条
第
一
項
第
四

号
及
び
第
百
四
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書

に
お
い
て
「
拘
禁
刑
等
」
と
い
う
。
）

第

四

条

第

一

項

第

四

号

及

び

第

百

四

十

一
拘
禁
刑
拘
禁
刑
等

5



条

第

一
項

第

四

十

条

第

二

項

及

び

第

四

十

五

条

第

一

項

又
は
国

際
受
刑

者
移
送

法
第
二

十
二
条

若
し
く
は
国
際
受
刑
者
移
送
法
第
二
十
二

条
又
は
整
理
法
第
四
百
四
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
旧
刑
法
第
二
十
八
条
、
整
理
法
第
四

百
九
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
刑
法
第
二
十
八
条
、

整
理
法
第
四
百
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
整
理
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
少
年
法
第
五
十
八
条
若
し
く
は
整

理
法
第
四
百
九
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
国
際
受
刑
者
移
送
法
第

二
十
二
条

第
七
節
　
少
年
鑑
別
所
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置

第
四
百
七
十
三
条
　
当
分
の
間
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
少
年
鑑
別
所
法
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て
「
新

少
年
鑑
別
所
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
一
項
第
三

号
に
掲
げ
る
者
に
は
、
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
の
執
行
を

受
け
る
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
新
少
年
鑑
別
所
法
第
十
七
条
第
一
項
第

四
号
に
掲
げ
る
者
に
は
、
第
四
百
九
十
一
条
第
七
項
の

規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
更
生
保
護
法
第
四

十
条
の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
を

含
む
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
そ
の
他

（
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
百
九
条
　
こ
の
編
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
刑
法
等

一
部
改
正
法
等
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
二
十
九
条
、
第
五
十
二
条
、
第
四
百
六
十
四

条
、
第
四
百
六
十
五
条
、
第
四
百
六
十
九
条
、
第
四

百
七
十
条
、
第
四
百
八
十
四
条
第
一
項
並
び
に
第
四

百
九
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
　
刑
法
等

一
部
改
正
法
第
二
号
施
行
日

附
　
則
　
（
令
和
四
年
五
月
二
五
日
法
律
第
五
二

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
か
ら
三
ま
で
　
略

四
　
附
則
第
三
十
六
条
の
規
定
　
こ
の
法
律
の
公
布
の

日
又
は
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四

年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅

い
日附

　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
一
七
日
法
律
第
二
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
一
条
中
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
四
十
四
条
に
一
項

を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
条
中
刑
法
第
九
十
七
条

及
び
第
九
十
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
中
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
十
二
条
の
改
正
規

定
（
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第

三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
部

分
に
限
る
。
第
六
号
に
お
い
て
「
第
七
十
二
条
第
一

号
を
削
る
改
正
規
定
」
と
い
う
。
）
並
び
に
附
則
第

五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
条
第
四
項
並
び
に

第
二
十
条
の
規
定
、
附
則
第
二
十
四
条
中
国
際
受
刑

者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
四

十
二
条
の
改
正
規
定
、
附
則
第
二
十
七
条
中
刑
事
収

容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
百
九
十
三
条

の
改
正
規
定
、
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十

条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
、
附
則
第
三
十
二
条
中

少
年
鑑
別
所
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
九

号
）
第
百
三
十
二
条
の
改
正
規
定
、
附
則
第
三
十
五

条
の
う
ち
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
刑
法
等
一
部
改

正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
中
刑
事
訴
訟
法
第
三
百

四
十
四
条
の
改
正
規
定
の
改
正
規
定
及
び
刑
法
等
一

部
改
正
法
第
十
一
条
中
少
年
鑑
別
所
法
第
百
三
十
二

条
の
改
正
規
定
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三

十
六
条
及
び
第
四
十
条
の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
条
　
第
二
号
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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